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一
般
社
団
法
人
栗
山
青
年
会
議
所

　
　
　
　

理
事
長　

蛯
名　

勇
人

新しい力で栗山を元気に！ 地域おこし協力隊です

こんにちは！ 町史編さん室です

　

も
し
、
良
か
っ
た
ら
お
知
り
合
い
に

「
く
り
お
こ
」
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
良
か
っ
た
ら
栗
山
町
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
に

「
い
い
ね
」
を
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、

良
か
っ
た
ら
「
く
り
お
こ
」
の
記
事
を

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
シ
ェ
ア
し
て
く
だ
さ
い
。

　

１
人
で
も
多
く
の
人
に
栗
山
町
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
。
こ

ん
な
こ
と
取
り
上
げ
て
よ
！
と
か
、
こ

の
写
真
使
っ
て
よ
！
と
か
、
私
に
も
書

か
せ
て
よ
！
と
か
、
い
つ
で
も
募
集
し

て
い
ま
す
か
ら
ね
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
ま
ず
は
「
く
り
お
こ
」
で

検
索
！

　

こ
ん
に
ち
は
。
高
橋
毅つ

よ
しで

す
。
年
齢

は
36
歳
、
出
身
は
神
奈
川
県
で
す
。
旅

行
雑
誌
の
制
作
や
ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ
ア
の

運
営
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

普
段
は
役
場
の
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課

で
、
観
光
・
物
産
に
関
わ
る
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
仕
事
の
メ
イ
ン
は
、
先
日

立
ち
上
げ
た
ば
か
り
の
栗
山
町
地
域
情

報
発
信
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
く
り
お
こ
」

の
運
営
。
わ
れ
わ
れ
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
み
ん
な
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
栗

山
町
の
食
や
観
光
、
ふ
る
さ
と
納
税
、

移
住
な
ど
幅
広
い
情
報
を
掲
載
し
「
栗

山
町
を
知
る
に
は
ま
ず
は
コ
レ
を
見
て

お
い
て
」
っ
て
言
え
る
く
ら
い
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
育
て
て
い
け
た
ら
よ
い

な
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
も
読
ん
で
い
た
だ
け
た
ら

う
れ
し
い
で
す
。
…
っ
て
言
う
か
皆
さ

ん
の
協
力
が
必
要
な
ん
で
す
。
こ
の
弱

小
サ
イ
ト
に
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。

　

明
治
26
年
、
泉

い
ず
み

麟り
ん
た
ろ
う

太
郎
翁お

う

（
町
開
基

功
労
者
）
が
主
宰
す
る
角
田
村
真
成
社

（
開
墾
起
業
組
）
は
、
本
村
が
水
田
耕

作
の
適
地
で
水
利
開
発
の
必
要
を
村
民

に
説
き
、
地
主
等
の
出
資
を
得
て
夕
張

川
の
水
源
調
査
を
道
庁
に
測
量
や
設
計

を
委
嘱
す
る
。
本
格
調
査
は
、
明
治
31

年
に
北
海
道
庁
の
高
橋
俊
英
技
術
員
を

雇
用
し
て
工
事
に
万
全
を
期
し
た
。

　

こ
の
年
、
大
洪
水
で
夕
張
川
沿
岸
一

帯
は
厳
盤
が
続
い
て
引
水
す
べ
き
格
好

場
所
を
危
険
侵
し
、
１
カ
月
調
査
す
る

が
降
雪
期
を
目
前
に
調
査
を
当
惑
断
念

す
る
。
翌
32
年
５
月
、
雪
解
け
調
査
を

再
開
す
る
も
探
し
あ
ぐ
ん
で
疲
労
困こ

ん
ぱ
い憊

し
落
胆
の
中
に
川
岸
に
露ろ

し
ゅ
く宿

の
仮か

り

ね寝
を

結
ん
だ
。

　

７
日
夜
、
計
ら
ず
も
夢む

げ

ん幻
の
中
に
高

橋
技
師
が
信
仰
す
る
水
神
の
翁
が
現

れ
、
夕
張
川
の
上
流
を
指し

こ呼
し
「
タ
ラ

ツ
＝
南
学
田
付
近
の
地
質
硬
生
粘
土
を

主
体
と
し
た
岩
の
露
出
し
た
所
を
探

せ
！
」
春
浅
い
川か

わ

も面
に
余
り
に
明
ら
か

な
夢
枕
の
現
実
で
あ
っ
た
。彼
は
早
々
、

夢
に
見
た
上
流
を
目
指
し
夕
刻
近
く
岩

の
露
出
せ
る
、
８
尺
を
超
え
る
深し

ん
え
ん渕

と

自
然
の
沈
砂
を
備
え
た
最
適
場
所
を
発

見
、
手
を
合
わ
せ
る
。（
角
田
村
史
・

「
く
り
お
こ
」
で
栗
山
町
の
魅
力
発
信

な
ん
と
不
思
議
な
本
当
の
話
で
す
！
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）

　

彼
は
急
い
で
則
武
戸
長
に
こ
と
の
次

第
を
報
告
し
ま
し
た
。
翁
は
こ
の
事
実

に
感
銘
、
こ
の
日
一
絶
を
記
し
て
高
橋

氏
に
贈
っ
て
い
ま
す
。
不
思
議
な
本
当

の
話
で
す
。

「
日
夜
苦
心
河
口
工
　
神
仙
翁
指
示
夢

魂
中
　
丹
誠
知
是
鬼
神
動
　
良
線
認
来

岩
角
東
」（
訳
）
日
夜
苦
心
す
る
河
口

の
工　

神
仏
翁
指
す
夢
の
中　

円
誠
こ

こ
に
知
る　

鬼
神
の
動
く
を　

良
線
み

と
め　

来
る
岩
角
の
東
に【
泉
麟
太
郎
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
倉
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

栗
山
町
史
編
さ
ん
室

　

☎
�
７
８
２
０

こんにちは！　私たち栗山青年会議所です

「
ボ
ク
シ
ン
グ
ス
キ
ニ
ー
教
室
」
を
計

４
回
、
ま
た
、
既
存
の
ス
ポ
ー
ツ
資
源

（
人
材
、
施
設
）
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
や
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協
働

し
た
「
子
ど
も
運
動
塾
」
を
計
５
回
開

催
し
て
お
り
、
多
く
の
地
域
住
民
や
子

ど
も
た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
個

人
的
・
社
会
的
価
値
を
高
め
る
努
力
を

し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
さ
ら

に
加
速
さ
せ
、
町
民
の
一
体
感
を
得
る

た
め
「
ス
ポ
ー
ツ
マ
チ
ゲ
ン
キ
Ｐ
Ｒ
Ｏ

Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」
ロ
ゴ
入
り
ス

ポ
ー
ツ
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
、
一

つ
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
周

知
方
法
と
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
各
機
関
と
の
連
携
も
図
り
な

が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
多
様
な
取

り
組
み
を
計
画
し
、
こ
の
ま
ち
を
ス

ポ
ー
ツ
で
ゲ
ン
キ
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
や
栗
山
英

樹
監
督
率
い
る
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
の
快
進
撃
と
、
本
年
度
は
町

民
が
ス
ポ
ー
ツ
で
一
体
と
な
っ
た
良
い

年
で
し
た
ね
。

　

少
子
高
齢
化
が
叫
ば
れ
る
中
、
こ
の

地
域
の
人
口
比
率
か
ら
考
え
て
も
、
多

く
の
少
年
団
、
部
活
動
、
社
会
人
の
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関

係
す
る
営
み
は
数
多
く
存
在
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
域
住
民
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
や
、
高
齢
化
社
会
に
準
じ

た
健
康
維
持
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う

観
点
か
ら
考
え
る
と
、
参
加
へ
の
機
会

や
情
報
が
整
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
誰
も
が
親
し
み
を
持

ち
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

を
題
材
に
、
青
年
会
議
所
が
ま
ち
づ
く

り
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
わ
れ
わ
れ
栗
山
青
年
会
議

所
が
主
体
と
な
り
、
地
域
住
民
の
ス

ポ
ー
ツ
へ
の
参
加
意
欲
を
高
め
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
を
促
進
し
て
、
地
域
社
会
の

活
性
化
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
チ
ゲ
ン
キ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｓ
Ｍ
Ｇ
Ｐ
）
を
始
動
し
、

ス
ポ
ー
ツ
で
ま
ち
を
ゲ
ン
キ
に
！
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水神宮 ( 明治 29 年建立 )
　この祠

ほこら

は、昭和 31 年に南学田揚水機支線組合
員浄財でお宮造りに造営され同 38 年、川端ダム
右岸水門に移転されました。

栗山町地域情報発信ウェブサイト「くりおこ」トップページ

くりおこ 検索詳しくは、

町
で
は
、
町
民
参
加
の
機
会
を
広
げ
る
た
め
に
、
各
種
審
議
会
・
委
員
会
な
ど
の
公
募

を
推
進
し
て
い
ま
す
。 ま
ち
づ
く
り
審
議
会
・
委
員
会

募
集

　

平
成
25
年
４
月
に
施
行
し
た
「
栗
山
町

自
治
基
本
条
例
」
の
運
用
状
況
の
検
証
と

見
直
し
の
必
要
性
な
ど
を
協
議
し
ま
す
。

【
公
募
人
数
】

　

２
人
（
総
委
員
数
８
人
）

【
任
　
　
期
】

　

平
成
28
年
12
月
上
旬
か
ら
平
成
29
年
２

月
中
旬
ま
で
（
予
定
）

【
会
議
な
ど
】

　

平
日
の
夜
間
に
開
催
予
定（
最
大
６
回
、

会
議
１
回
90
分
程
度
）

※
会
議
１
回
出
席
に
つ
き
４
０
０
０
円
の

謝
礼
を
支
払
い
ま
す
。

※
こ
の
会
議
は
公
開
で
す
。

【
応
募
資
格
】　

○
町
内
に
在
住
、
在
勤
、
ま
た
は
在
学
さ

れ
て
い
る
満
18
歳
以
上
の
方

※
３
機
関
以
上
の
町
の
審
議
会
・
委
員
会

な
ど
の
委
員
を
さ
れ
て
い
る
方
は
応
募

で
き
ま
せ
ん
。

【
申
込
期
間
】

　
11
月
１
日
㈫
か
ら
18
日
㈮
ま
で

　（ 

締
切
日
必
着
）

【
応
募
方
法
】　

○
専
用
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
左
記
申
込
先
ま
で
提
出

○
申
込
書
は
左
記
申
込
先
で
取
り
寄
せ
ら

れ
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

【
決
定
方
法
】　

　

申
込
書
に
よ
る
書
類
選
考
お
よ
び
面
談

※
申
込
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

町
経
営
企
画
課
地
域
政
策
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
０
２

　

℻
�
３
１
７
９

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

tiikiseisaku-g@
tow

n.kuriyam
a.

hokkaido.jp

栗
山
町
自
治
基
本
条
例
検
討
委
員
会
委
員
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広域的な活動による地域コミュニティの活性化を促進している「まち
づくり協議会」の取り組みを紹介します。

まちづくり協議会通信

　

角
田
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
主
催
す
る
防
災
学
習
会
が
10
月

２
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
地
域
住
民

へ
の
防
災
の
啓
発
を
進
め
る
た
め

に
開
催
。

　

当
日
は
、
南
空
知
消
防
組
合
消

防
署
の
藤
森
信
也
生
活
安
全
課
長

に
よ
る
講
話
、
火
災
に
関
す
る
Ｄ

Ｖ
Ｄ
観
賞
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た

救
急
訓
練
、
消
化
器
に
よ
る
消
火

訓
練
を
実
施
し
、
54
人
の
参
加
者

は
災
害
に
対
す
る
備
え
の
重
要
性

を
学
び
ま
し
た
。

　

松
風
桜
丘
地
域
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
主
催
の
防
災
研
修
会
が
、
10

月
15
日
に
松
風
会
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
三
好
隆
幸
会
長
が

「
災
害
時
に
自
分
の
身
を
守
る
た

め
、
防
災
の
知
識
や
心
構
え
を
学

ん
で
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

そ
の
後
、
町
防
災
担
当
者
に
よ

る
町
で
行
わ
れ
て
い
る
防
災
の
取

り
組
み
や
自
主
防
災
組
織
の
役

割
、
消
防
署
に
よ
る
緊
急
時
の
対

応
や
心
肺
蘇
生
の
方
法
な
ど
の
説

明
が
あ
り
、
集
ま
っ
た
約
40
人
の

参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。 

　

と
き
わ
・
み
な
み
中
里
協
議
会

で
は
、
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め

「
防
災
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

【
日
　
時
】

　

11
月
12
日
㈯　

午
前
10
時
～

【
場
　
所
】

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

【
講
　
師
】

　

南
極
料
理
人　

西
村　

淳
じ
ゅ
んさ

ん

（
演
題
）

　

身
近
な
も
の
で
生
き
残
れ
！

【
入
場
料
】

　

無
料

　

南
通
り
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
が
主
催
す
る
町
内
視
察
研
修
が

10
月
６
日
に
行
わ
れ
、
約
60
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
国
の
登
録
有
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
北
の
錦
酒

蔵
群
や
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
、
開
拓
記
念
館
、
雨
煙
別
小

学
校
コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス

の
４
施
設
を
見
学
し
、
参
加
者
か

ら
は
「
今
度
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど

で
雨
煙
別
小
学
校
コ
カ
・
コ
ー
ラ

環
境
ハ
ウ
ス
を
利
用
し
た
い
」
と

い
う
声
も
聞
か
れ
、
町
の
施
設

を
再
認
識
す
る
視
察
と
な
り
ま

し
た
。  

新たな地域
コミュニティ

　
　
田
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会　

　
　
　

防
災
の
重
要
性
を
学
ぶ

角

　
　
通
り
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
　
　

町
の
施
設
を
再
認
識

南

　
　
風
桜
丘
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会　

　
　
　

災
害
に
備
え
て
研
修

松

　
　
き
わ
・
み
な
み
中
里
協
議
会　

　
　
　

防
災
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

と

　

大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
な
ど

へ
の
進
学
率
80
％
（
文
部
科
学
省

調
べ
）
の
時
代
。
子
ど
も
の
誕
生

と
同
時
に
進
学
資
金
の
準
備
を
始

め
る
ご
家
庭
が
多
い
の
も
事
実

で
す
。

　

で
は
一
体
い
く
ら
貯
め
る
と
よ

い
の
で
し
ょ
う
。
受
験
費
用
と
入

学
金
・
授
業
料
、
通
学
費
や
教
科

書
・
参
考
書
代
な
ど
の
４
年
間
の

合
計
が
国
公
立
の
大
学
で
約
４
６

０
万
円
、
一
般
的
な
私
立
大
学
で

６
８
０
～
８
２
０
万
円
。
さ
ら
に

一
人
暮
ら
し
の
場
合
は
、
敷
金
や

家
財
道
具
な
ど
の
一
時
的
な
費
用

の
他
に
、
月
10
万
円
前
後
の
仕
送

り
を
し
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ

（
日
本
政
策
金
融
公
庫
調
べ
）
が

あ
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
国
公
立
の
大
学
で
も

自
宅
外
通
学
な
ら
４
年
間
で
１
０

０
０
万
近
く
か
か
る
こ
と
も
あ
る

の
で
す
。

　

こ
こ
は
家
計
を
鑑
み
な
が
ら
、

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
教
育
資
金

計
画
を
立
て
る
こ
と
。
我
が
家
は

進
学
す
る
ま
で
に
い
く
ら
準
備
で

き
る
の
か
。
そ
し
て
、
進
学
後
は

毎
月
の
生
活
費
か
ら
い
く
ら
出
せ

る
の
か
。
そ
れ
で
も
不
足
す
る
場

合
は
奨
学
金
や
教
育
ロ
ー
ン
の
利

用
も
視
野
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

　

奨
学
金
は
卒
業
後
に
返
済
す

る
「
貸
与
型
」
が
一
般
的
で
す

が
、
最
近
は
大
学
や
自
治
体
独
自

の
「
給
付
型
」（
返
済
不
要
）
が

増
え
て
い
ま
す
。
返
済
し
な
く
て

よ
い
の
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
で

す
ね
。

　

ま
た
必
ず
し
て
ほ
し
い
の
が
、

「
児
童
手
当
」
を
進
学
用
に
貯
め

る
こ
と
。
15
歳
ま
で
全
て
貯
め
る

と
約
２
０
０
万
円
に
な
り
ま
す
。

教育資金計画についてコラム
お金のおはなし

文・星　洋子 さん

くりやまライフサポーター
応援ファイナンシャル・プランナー（FP）

進
学
す
る
に
は

い
く
ら
か
か
る
の
か
？

ほ
し　

よ
う
こ

１
級
Ｆ
Ｐ
技
能
士
、
２
級
Ｄ
Ｃ
プ
ラ
ン

ナ
ー
。
一
般
企
業
で
10
年
以
上
経
理
・
総

務
業
務
に
従
事
し
な
が
ら
、
自
身
の
家
計

の
見
直
し
の
た
め
に
Ｆ
Ｐ
の
資
格
を
取
得
。

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
提
案
す
る
独
立
型
Ｆ
Ｐ

と
し
て
セ
ミ
ナ
ー
講
師
、
相
談
業
務
な
ど

を
中
心
に
活
躍
中
。

公益信託松原記念
奨学基金制度（給付型）

＼進学希望の学生を応援します！／

　町民もしくは栗山高校出身者で向学心に富
み、経済的に就学困難な方に援助する制度で
す。詳しくはお問い合わせください。

【募集時期】
　平成 29 年 3 月頃

【問い合わせ】
　町教育委員会学校教育グループ
　☎ 72-1117

募集条件

(1) 町民もしくは栗山高校出身者または運営委員会で認めた
者であること

(2) 次の学校の生徒または学生であること
　○高等専門学校
　○大学
　○大学院および専修学校
(3) 経済的理由により就学困難な事情があること
(4) 向学心に富み、かつ、成業の見込みのあること

給付金額

月額 30,000 円
※返還の必要はありません。

これまでの実績

年　度 H23 H24 H25 H26 H27

給・貸与者 大学生 大学生 大学生 大学生 大学生

人　数 3 人 5 人 9 人 8 人 8 人
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ご
み
分
別
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
【問い合わせ】　

　町環境政策課
　環境政策グループ
　☎ 73-7511

ご
み
質
調
査
の
結
果

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
ご
み
分
別
が
適
切
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
た
め
、
毎
年
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
無
作
為
に
ご
み
を
回
収
し
、
中
身

を
確
認
す
る
「
ご
み
質
調
査
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
分
別
状
況
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

【
調
査
概
要
】

○
回
収
日

　

10
月
３
日
㈪
～
４
日
㈫

○
実
施
日

　

10
月
11
日
㈫
～
12
日
㈬

○
収
集
対
象

商
店
街
、
ア
パ
ー
ト
、
団
地
、
住
宅
街
、

事
業
所

○
調
査
ご
み
総
重
量

（
炭
に
で
き
る
ご
み
）
１
３
５
㌕

（
炭
に
で
き
な
い
ご
み
）
１
４
３
㌕

　

炭
に
で
き
る
ご
み
の
分
別
状
況
は
適
正

分
別
が
約
64
％
で
し
た
。
昨
年
度
の
適
正

分
別
は
約
82
％
で
し
た
の
で
分
別
状
況
は

非
常
に
悪
化
し
て
い
ま
す
。
不
適
正
物
の

安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て

生
活
・
安
全

【問い合わせ】　
　町住民生活課
　生活安全グループ
　☎ 73-7510

冬
の
交
通
安
全
運
動

　

今
月
11
日
か
ら
、
「
冬
の
交
通
安
全
運

動
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
積
雪
や
路
面
の

凍
結
な
ど
が
原
因
で
起
こ
る
事
故
や
、
吹

雪
な
ど
の
視
界
不
良
に
よ
る
事
故
（
い
わ

ゆ
る
「
冬
型
事
故
」
）
が
増
加
し
ま
す
。

　

車
を
運
転
す
る
時
は
、
早
め
の
点
灯
と

安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

夜
間
や
夕
暮
れ
時
に
外
出
す
る
場
合
は
、

明
る
い
服
装
や
夜
光
反
射
材
を
着
用
し
、

ド
ラ
イ
バ
ー
に
自
分
の
位
置
が
わ
か
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

年
末
年
始
に
か
け
て
、
忘
年
会
、
お
正

月
、
新
年
会
な
ど
お
酒
を
飲
む
機
会
が
増

え
る
こ
と
か
ら
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故

が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

飲
酒
を
し
た
ら
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ

て
も
運
転
を
し
な
い
「
飲
ん
だ
ら
乗
る

な
！
乗
る
な
ら
飲
む
な
！
」
を
運
転
者
自

身
が
今
一
度
自
覚
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

飲
酒
運
転
を
す
る
恐
れ
の
あ
る
人
に
お
酒

を
勧
め
る
こ
と
、
車
を
貸
す
こ
と
、
飲
酒

運
転
の
車
に
同
乗
す
る
こ
と
は
い
ず
れ
も

罰
則
の
対
象
と
な
り
、
最
大
で
５
年
以
下

の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

と
な
り
ま
す
。

【
期
　
間
】

　

11
月
11
日
㈮
～
20
日
㈰

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】
　

　
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故

　
～
め
ざ
せ  

安
全
で
安
心
な
北
海
道
～

凍
結
路
面
で
の
ス
リ
ッ
プ
事
故
防
止
等

を
図
る
た
め
の
活
動
等
の
推
進

【
運
動
の
重
点
】

○
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○
凍
結
路
面
な
ど
の
ス
リ
ッ
プ
に
よ
る
交

通
事
故
防
止

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

犯
罪
被
害
者
週
間

　

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
が
再
び
平
穏

な
生
活
を
営
め
る
よ
う
、
地
域
の
理
解
と

支
援
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

【
期
　
間
】

　

11
月
25
日
㈮
～
12
月
１
日
㈭

　

消
し
ま
し
ょ
う

そ
の
日 

そ
の
時 

そ
の
場
所
で

消
防

【問い合わせ】　
　南空知消防組合
　消防署
　☎ 72-0150

11
月
９
日
は
「
１
１
９
番
の
日
」

　

消
防
庁
で
は
、
昭
和
62
年
よ
り
11
月
９

日
を
「
１
１
９
番
の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
救
急
出
動
件
数
、
搬
送
人
数

が
増
え
て
き
て
お
り
、
現
場
到
着
ま
で
の

時
間
や
病
院
な
ど
収
容
ま
で
の
時
間
も

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

消
火
活
動
や
救
急
・
救
助
活
動
は
、
１

分
１
秒
を
争
う
時
間
と
の
勝
負
で
す
。

１
１
９
番
は
、
一
つ
の
番
号
で
消
防
車
と

救
急
車
の
両
方
を
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
通
報
の
際
に
は
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
、
迅
速
・
的
確
な
消
防
活
動
に
協
力
し

て
く
だ
さ
い
。　

【
１
１
９
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
火
災
な
の
か
救
急
な
の
か
の
分
別

「
火
事
で
す
」
ま
た
は
「
救
急
で
す
」

と
は
っ
き
り
言
う

②
場
所

住
所
を
正
し
く
、
詳
し
く
言
う
。
目
印

と
な
る
建
物
な
ど
も
伝
え
る

③
火
災
・
事
故
な
ど
の
状
況

「
何
が
」
ま
た
は
「
誰
が
」
ど
う
し
た

の
か
を
正
確
に
、
わ
か
り
や
す
く
言
う

④
通
報
者
の
氏
名
・
連
絡
先

通
報
者
の
氏
名
と
連
絡
先
を
明
ら
か
に

す
る
。携
帯
電
話
か
ら
通
報
の
場
合
は
、

そ
の
旨
も
伝
え
る

⑤
携
帯
電
話
に
よ
る
通
報

通
報
後
し
ば
ら
く
の
間
は
、
電
源
を
切

ら
ず
に
現
場
の
近
く
で
、
安
全
な
場
所

に
待
機
す
る
（
再
確
認
す
る
場
合
が

あ
る
）

日　時 分団名 地　区

11 月 10 日㈭
7：00 ～ 第 3 分団 継立・日出・南学田

11 月 11 日㈮
6：30 ～ 第 1 分団 栗山

11 月 11 日㈮
7：00 ～ 第 2 分団 角田・雨煙別

栗山消防団火災想定訓練を行います
　下記の日程で、第 1 回火災想定訓練を実施しま
す。訓練中は消防車がサイレンを鳴らして走行し
ますので、火災と間違わないようにお願いします。

【
平
成
28
年
度
　
全
国
統
一
防
火
標
語
】

大
半
は
コ
ピ
ー
用
紙
や
箱
類
・
包
装
紙
な

ど
の
「
資
源
と
な
る
紙
類
」
で
す
。
こ
れ

ら
の
「
資
源
と
な
る
紙
類
」
は
、
分
別
さ

れ
ず
に
「
炭
に
で
き
る
ご
み
」
袋
で
排
出

さ
れ
る
と
町
が
処
理
料
を
支
払
い
処
分
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
し
っ
か
り
分
別
し
て
排
出
さ
れ

れ
ば
、
引
取
業
者
に
売
却
で
き
、
町
の
貴

重
な
収
入
と
な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

家
庭
で
の
適
正
な
分
別
が
重
要
で
す
。

炭
に
で
き
る
ご
み
（
茶
色
）

　

炭
に
で
き
な
い
ご
み
の
分
別
状
況
は
適

正
分
別
が
約
36
％
で
し
た
。
昨
年
度
の
適

正
分
別
は
約
44
％
で
し
た
の
で
、「
炭
に

で
き
る
ご
み
」
同
様
、
分
別
状
況
は
悪
化

し
て
い
ま
す
。

　

主
な
不
適
正
物
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

や
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
の
資
源
と
な
る
紙

類
、
汚
れ
た
新
聞
紙
な
ど
の
資
源
と
な
ら

な
い
紙
類
で
す
。

　

炭
に
で
き
な
い
ご
み
袋
で
排
出
さ
れ
る

ご
み
の
中
に
は
、
全
く
分
別
が
な
さ
れ
て

い
な
い
も
の
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

炭
に
で
き
な
い
ご
み
に
分
類
さ
れ
る
主

な
も
の
は
「
プ
ラ
マ
ー
ク
の
な
い
硬
質
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
（
お
も
ち
ゃ
・
ざ
る
・

洗
面
器
な
ど
）」「
ゴ
ム
・
ビ
ニ
ー
ル
・
革

製
品
」「
ペ
ッ
ト
用
砂
」
な
ど
で
す
。
そ

れ
ら
以
外
の
も
の
の
大
半
は
別
の
分
類
と

な
り
ま
す
。

　

ご
み
分
別
冊
子
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

今
一
度
、
適
正
な
分
別
の
ご
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

炭
に
で
き
な
い
ご
み
（
緑
色
）

炭にできないごみ
（硬質プラスチック

  類など）

不燃性資源（金属など）

生ごみ

可燃性資源
（資源となる

  紙類など）
適正に分別
されている

1.7％

33.0％ 63.7％

0.8％

0.8％

不燃性資源（金属など）

生ごみ

炭にできるごみ
（汚れた紙類など）

可燃性資源
（硬質プラスチック類・
資源となる紙類など）

適正に
分別されている

3.4％

7.7％

25.0％

28.0％

35.9％

　　

今
年
の
調
査
結
果
で
、
炭
に
で
き
る
ご

み
・
炭
に
で
き
な
い
ご
み
両
方
と
も
不
適

正
ご
み
が
多
く
混
入
し
て
い
る
状
況
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
資
源
と
な
る
紙
類
な
ど
の

「
可
燃
性
資
源
」
の
混
入
が
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
前
述
の
と
お
り
、
資
源
物

は
正
し
く
排
出
さ
れ
れ
ば
有
償
で
売
却
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
適
正
な
分
別
は
ご

み
処
理
費
用
の
低
減
、
ま
た
、
最
終
処
分

場
の
延
命
化
に
繋
が
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
適
切
な
分
別
の
さ
ら
な
る
徹
底
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
分
別
の
徹
底
を

【資源になる！「箱類」の分別方法】
　箱類はひもで十字に縛って排出していただい
ていますが、以下の方法でも排出していただけ
ます。
① 紙 リ サ イ ク ル

マークが付いて
いる箱は

②紙袋に重ねて入
れて

③ ひ も で 十 字 に
縛って排出

オススメです！
飛びにくく

まとめやすい


